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所
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二
年
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-
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六
粂
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町
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

(
如
和
例
詐
　
月
　
即
)

(
目
的
)

第
一
条
　
こ
の
条
例
は
､
地
方
日
活
法
(
昭
和
二
十
二
年
j
i
l
律
第
六
十
七
号
)

第
二
百
匹
｣
四
条
の
二
第
一
項
の
親
冒
i
基
づ
き
､
児
童
福
祉
還
(
昭
和
二

十
二
∈
法
律
第
百
六
十
E
I
号
｡
以
下
｢
填
｣
と
い
-
｡
)
の
規
定
に
よ
り
町
が

設
置
す
る
保
育
所
の
設
題
及
び
そ
£
U
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･
L
]
に
的
す
る
封
項
に
つ
い
て
定
め
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と
を
目
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と
す
る
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町
史
保
育
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r
所
｣
と
い
-
U
)
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別
表
の
と
お
り
設
置

す
る
｡

(
黙
8
.
1
児
玉
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外
の
児
玉
の
｢
小
淡
い
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第
三
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保
三
㍍
に
､
法
第
二
十
円
集
り
窺
L
j
j
に
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皆
す
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(
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下

i
相
思
E
･
<
l
ヨ
｣
　
と
い
-
D
)
を
T
<
所
さ
せ
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､
i
J
お
J
L
u
u
E
に
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裕
の
あ
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扶
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前
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所
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に
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い
て

は
､
使
用
料
を
歓
技
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

2
　
前
項
の
使
E
E
粒
の
㌫
ほ
､
㌍
坦
児
童
の
枝
毛
半
田
に
相
当
一
す
る
額
と
す

る
｡(

規
則
へ
の
委
任
)

第
五
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こ
の
条
例
に
亡
i
)
め
る
も
の
の
ほ
か
､
町
や
一
保
革
別
の
管
崖
に
関
す
る

事
項
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､
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別
で
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る
｡
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(
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3
　
こ
の
条
例
施
行
の
際
､
旧
条
例
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
扶
育
所
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､
こ
の
条

例
に
よ
る
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育
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と
L
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､
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性
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す
る
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